


























































因・理由」 「判断根拠」 、 「可能条件提示」という三つに分類している。
表
1に挙げた用例のように、 「ノデ」節には、 「原因・理由」 「判断



















































































































































































































































































































































































































































































○ ？ ？ 14.15.16
継起性
連続的 ○ ？ ？ 1.17.18
間隔性
中
○ ○ ○ 19.20.21
異主体
同時性 ○ ○ ○ 2.22.23
継起性
連続的 ○ ○ ○ 24.25
間隔性 弱 ？ ○ ○ 11.26.27
【表 2】出来事的な起因における 3 形式の使用制約
節のみ適格で、 「タメ（ニ） 」節と「ノデ」節は不適格である（ （
14）
～（
























































































































































































4) 森田（一九八九）は、「並列」、 対比 、「同時進行」、「順序」、「原因・理由」、「手段・方法」、「逆接」、「結果」という八種類に分けている。また、仁田
( 一九九五
)


















































13) 『デジタル大辞泉』に、「よろ ん‐で【喜んで／悦んで】［副］「―お伺いいたします」と記載されてい 。
( 注
14) 同一主体の「心配したので」の収集した実例においては、『少
納言』では、「～を心配したので」という形で
1例、『毎日
新聞』
( 一九九一年一月一日～二〇一一年十二月三十一日
) で
は、「～と心配したので」という形で２例、『朝日新聞』( 一九八四年八月四日～二〇一三年十一月三十日
) では、「～と
心配したので」という形で１例ヒットした。同一主体の「心配したために」の収集した実例においては、『朝日新聞』( 一九八四年八月四日～二〇一三年十一月三十日
) では、「～
を心配したため」という形で３例ヒットした。『少納言』と『毎日新聞』
( 一九九一年一月一日～二〇一一年十二月三十一
日
) では、ヒットしなかった。
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